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０
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令
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議
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広
報
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発
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責
任
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議
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№ ー 12 ー

７月２９日 総務産業常任委員会 ９月　３日 総務産業常任委員会

８月２１日 日高東部消防組合議会全員協議会 ９月１５日 町議会定例会【至１８日】

８月２８日
社会文教常任委員会 ９月１８日 議会広報常任委員会

全員協議会 ９月２４日 日高東部消防組合議会臨時会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委

員

長

坂
　
本
　
好
　
則

副
委
員
長

佐
々
木
　
　
敏

委

員

八
木
田
　
和
　
浩

委

員

髙
　
村

　
洋

　
子

委

員

水
　
野

　
洋

　
一

　

今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
は
色
々
な
事
を
変
え
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
と
な
っ
た
。
こ

の
状
況
を
半
世
紀
以
上
前
に
予
言

し
た
小
説
が
、
小
松
左
京
の
「
復

活
の
日
」
で
あ
る
。
図
書
館
で
本

を
借
り
改
め
て
読
ん
で
、
幾
つ
か

の
疑
問
が
あ
っ
た
が
、
最
近
に

な
っ
て
少
し
納
得
し
て
い
る
。

　

小
松
は
大
阪
で
生
ま
れ
太
平
洋

戦
争
開
戦
の
時
15
歳
で
あ
っ
た
。

少
年
時
代
は
戦
争
と
と
も
に
あ
っ

た
。
人
類
が
自
ら
生
み
出
し
た
、

ウ
イ
ル
ス
兵
器
に
よ
っ
て
自
滅
す

る
姿
を
描
く
、
そ
れ
は
小
松
の
戦

争
に
対
す
る
警
鐘
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
本
が
発
売
さ
れ
た
の
が
、
１

９
６
４(

昭
和
39)

年
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
、こ
の
年「
日

本
沈
没
」
の
執
筆
を
始
め
た
。

読
書
の
秋
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
水
野
）

時
間
：
午
前

9
時

30
分
か
ら

場
所
：
役

場

３

階

議

場

　

12
月
16
日
（
水
）
か
ら

　

12
月
17
日
（
木
）
ま
で

　

（
※
傍
聴
の
際
は
、
マ
ス
ク
着

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。）

　

９
月
定
例
会
で
一
般
質
問
さ
れ

た
八
木
田
議
員
か
ら
の
ア
ポ
イ
岳

６
合
目
付
近
の
キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ

等
の
伐
採
に
つ
い
て
、
議
会
広
報

常
任
委
員
会
及
び
様
似
町
林
活
議

連
と
し
て
現
状
確
認
の
た
め
、
10

月
６
日
午
前
８
時
、八
木
田
、佐
々

木
両
議
員
が
５
合
目
か
ら
７
合
目

ま
で
の
伐
採
地
を
目
指
し
た
。

　

前
夜
の
雨
も
上
が
り
、
順
調
に

５
合
目
の
山
小
屋
を
ス
タ
ー
ト
し

て
す
ぐ
、
登
山
道
の
左
側
に
あ
る

伐
採
試
験
区
３
は
容
易
に
確
認
が

で
き
た
。
幅
１
ｍ
程
で
縦
長
の
形

で
伐
採
さ
れ
て
い
た
。
次
に
６
合

目
下
の
伐
採
試
験
区
２
を
目
指

し
、
登
山
道
右
側
を
注
視
し
な
が

ら
６
合
目
標
識
ま
で
来
た
が
、
伐

採
箇
所
は
は
っ
き
り
と
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
。
最
後
の
７
合
目
下

の
伐
採
試
験
区
１
へ
向
か
い
な
が

ら
、
町
の
中
心
部
の
眺
め
は
素
晴

ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　

伐
採
試
験
区
１
は
ハ
イ
マ
ツ
が

多
く
、
伐
採
数
が
一
番
多
い
試
験

区
だ
っ
た
が
、
伐
採
試
験
区
２
と

同
様
に
は
っ
き
り
と
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
議
会
で
の
答
弁
で
、

伐
採
試
験
の
目
的
の
一
つ
に
、
登

山
者
等
に
再
生
の
取
り
組
み
を
知

ら
せ
る
こ
と
を
考
え
て
、
登
山
道

沿
い
と
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
、そ
の
必
要
性
が
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
、
そ
の
目
的
は
果
た
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　

こ
の
伐
採
事
業
は
、
様
似
町
の

諮
問
機
関
で
あ
る
「
ア
ポ
イ
環
境

科
学
委
員
会
」
の
検
討
結
果
に
基

づ
き
実
施
さ
れ
た
と
の
説
明
だ

が
、
町
民
の
宝
（
国
民
の
宝
）
で

あ
る
ア
ポ
イ
の
自
然
が
、
多
く
の

町
民
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
決

定
さ
れ
て
い
る
の
は
大
き
な
問

題
で
あ
る
。
「
ア
ポ
イ
環
境
科
学

委
員
会
」（
５
年
間
で
国
費
２
，

５
０
０
万
円
、
道
費
１
，
２
０
０

万
円
、
町
費
１
，
３
０
０
万
円
、

計
約
５
千
万
円
の
経
費
を
投
入
）

は
来
年
３
月
で
終
了
と
な
る
が
、

こ
れ
を
引
き
継
ぐ
組
織
が
直
ち
に

必
要
な
の
か
、
こ
の
委
員
会
の
手

法
や
こ
の
事
業
の
検
証
を
す
る
必

要
か
ら
、
一
度
こ
こ
で
立
ち
止
ま

る
べ
き
か
、『
ア
ポ
イ
の
自
然
』

は
大
き
な
岐
路
を
迎
え
て
い
る
。

→
ア
ポ
イ
の
花
の
天
敵

　
　
　
　
　
　

ハ
イ
マ
ツ
群

（
７
合
目
）

ア
ポ
イ
岳
伐
採
試
験
地
区

　　　　　　　　　

検
証
・
視
察
登
山


